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	応用
	抗原情報
	背景
	NF-κBと複合体を形成し、細胞質内に捕捉することでNF-κBを阻害します。しかし、細胞刺激後に再合成される非リン酸化型はNF-κBに結合し、核への移行を可能にし、IκB依存性のさらなる不活性化から保護します。阻害因子κBと相互作用するNKIRAS1およびNKIRAS2との結合により、NF-κBのリン酸化が阻害され、分解に対する耐性が高まり、分解が遅くなります。組織特異性：検査したすべての組織で発現しました。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Jurkat（1）細胞溶解物に対するNFKBIBマウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。

